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· 出席者は記録者が印を付ける。
＜全体連絡＞

・クラブについて要検討（内容や実施場所等）
　→1月～3月は今まで通り実施。4月から検討していきましょう。
・疾患別診療計画書：1/20(火)アップロードまでに終わらせるよう取り組みましょう。
・2月中旬頃12日～と20日～に2週連続でOT学生の実習があります。（どちらも担当：蕨野さん）
・評価入力（転倒転落、LASMI、AUDIT）：2月まで
・2/23(月)の祝日プログラム内容検討していきましょう。
・デイナイトケア食器洗浄体制について早急な検討が必要。→今週は日々手伝いを募集し、来週からは当番を増やして行く予定。
・プログラムカレンダー入力　2/20(金)

＜利用者様情報＞
デイケア
・寺沢 彩様～特定の女性利用者様の声に過敏反応している様子見られている。スタッフの対応に納得いかず訪問看護に電話し不満を話されている。
・東海林 紀子様～2/16（月）見学実施。以前青陽館利用されていたが特定利用者様とトラブルあり、注意し様子観察を行う。
・佐々木 静様～来所時に出席表に氏名を記入する際に「佐々木」が書けず、スタッフの声掛けにも混乱している様子が見られている。

ショートケア

・特記する利用者様はおりません。

デイナイトケア

・森田 清助様～昨日帰荘後は不調の訴えは無く今朝は「ラピアに通帳を持って出掛けたい」と訴えていたようであるが通所準備促しには渋々応じ、青風荘スタッフ2名に脇を支えられながら前傾姿勢でヨロヨロと歩きながら来所している。「体が怠い。足に力が入らない」と話し、数歩も歩くと床にしゃがみ込んでおり介助が必要である。「今後のことを考えると不安で。どうしたら良いか。」「何がどうなってるか分からない」「病院に行ってゆっくり休みたい(入院したい)」と話しているが、ここ数年何度も入院を繰り返しておりその繰り返しにはしたくない思いもあるという。「昨日は横になってたら良くなったから」と話し、来所しすぐに静養室にて休んでおり1時間半ほどすると独歩可能になっている。青風荘・青陽館での生活についていけない、老人ホームに行きたいと話しており、青風荘内でのシーツ交換、青陽館内での食事時のテーブル準備が大変であると話しておりまず青陽館内でのテーブル準備は他利用者様に任せるよう伝えている。昼食は全量摂取している。プログラムには参加せず、いつもの席に座って過ごしている。

